
報告書〔３〕 分析結果及びフローシート

３ アンモニア性窒素

ISO 9001整 理 ＊ ＊ ＊ 国際的な認証 ①１．
ISO 9002番 号 の取得 ２．
ISO 9003３．
ISO 14001分析実施機関名 ℡ ４．

５．なし

分析主担当者名 ＊ 分析主担当者の ③ 分析主担当者の ④
② 経験年数 年 実績（検体数） 検体

注１） 注１）アンモニア性窒素の濃度
分 析 結 果 標 準 偏 差 測 定 回 数 として示す。アンモニウム 分析開始日 ⑧ 月 日
(㎎/l) (㎎/l) （回） イオンからの換算方法は、

実施要領の参考方法の３． 分析終了日 ⑨ 月 日
⑤ ⑥ ⑦ を参照する。

なお、２回以上の測定を
行った場合は、平均値を記
入する。

＜ｲﾝﾄﾞﾌｪﾉｰﾙ青吸光光度法＞ ＜分析法等＞
C試料の適量

蒸留操作 分析法 １．ｲﾝﾄﾞﾌｪﾉｰﾙ青吸光光度法( ) ⑩
中和 ２．中和滴定法

0.25g ３．ｲｵﾝ電極法←酸化ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ
←沸騰石数個 ４．ｲｵﾝｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法
←水 ５．その他（ ）
350mlとする約

( )nm測定波長 B
25mmol/l）50ml蒸留 吸収液：硫酸（

140ml ( )ml留液約 まで 試料量 C
←水

200ml ( )mlとする 留出液の分取量 D

D適量を分取
＜滴定法＞

25mlとする
←ﾅﾄﾘｳﾑﾌｪﾉｷｼﾄﾞ溶液 吸収液の種類 １． 硫酸10ml 25mmol/lE

5ml ２．ほう酸溶液(飽和)←次亜塩酸ﾅﾄﾘｳﾑ溶液
30分間放置 約

( )滴定用の標準液 ﾌｧｸﾀｰ F
2)吸光度測定 注BT

( )ml＜中和滴定法＞ 滴定量 試料 G
( ) 2) ( )ml試料の適量 蒸留操作 注 空試験C H
ｲﾝﾄﾞﾌｪﾉｰﾙ青吸光光度法と同じ
(吸収液には指示薬を添加) 注２）50mmol/l水酸化ﾅﾄﾘｳﾑ又は25mmol/l硫酸

200mlとする
＜ｲｵﾝｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法＞

D適量を分取
← 水酸化ﾅﾄﾘｳﾑ溶液 試料のろ過 １．行う ２．行わない50mmol/l I
G滴定

試料の希釈 １．行う ２．行わないJ
＜ｲｵﾝ電極法＞ 希釈した場合 希釈倍率 倍K( )

C試料の適量
( ) ( ) l蒸留操作 ｲｵﾝｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌへの注入量 μL
ｲﾝﾄﾞﾌｪﾉｰﾙ青吸光光度法と同じ

とする 装置 型式 １．ｻﾌﾟﾚｯｻｰ型 ２．ﾉﾝｻｯﾌﾟﾚｯｻｰ型200ml M
( )ﾒｰｶｰ名

D適量を分取
( )←水 カラム 型式

100mlとする ﾒｰｶｰ名 ( )
←水酸化ﾅﾄﾘｳﾑ溶液

中和 （注）クロマトグラムには、ベースラインを引いてください。
←水

200mlとする ＜検量線の作成＞

100ml ( )を分取 検量線 作成点数N
(100g/l)1ml ( ) ( )←水酸化ﾅﾄﾘｳﾑ溶液 範囲 ～O P

g ng( ) mg/l( )電位測定 単位 １．μ 又は 注入量 ２． 濃度T Q
( ) ( )濃度の読みとり 最高濃度の指示値R

( ) ( )空試験値 指示値 S
＜ｲｵﾝｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法＞
試料 試料の指示値 指示値 （ ）T

Iろ過
分析実施にあたっての留意した点及び問題と感じた点

Cろ液の適量

（試料の希釈） 試料溶液の調製についてJK

Lｲｵﾝｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌへの注入

定量 測定方法についてT


